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学生宿舎について

宿舎再考。

全代会特集

2023年度の全代会
Campus特集   
今こそ筑波大生に知ってほしい、
5つのデキゴト。
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2023 年度議長 林 凜太郎

2023 年度議長団 議長：林（中央）副議長：菊田（左）・江波戸（右）

全
代
会
50
周
年
誌
を
作
る
と
い
う
話
も

あ
り
ま
す
ね
。

菊
田
：
大
学
院
生
と
の
関
わ
り
と
い
う

問
題
も
ど
う
に
か
し
た
い
。
現
状
、
院

生
は
全
代
会
に
所
属
で
き
な
い
け
れ

ど
、
そ
れ
で
い
い
の
か
と
話
題
に
あ
が

る
こ
と
が
あ
る
の
で
。学
群
生
や
院
生
、

留
学
生
な
ど
、
筑
波
大
学
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
が
存
在
す
る
け
れ
ど
、
所
属

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
な
い
組
織
に
な
れ
ば

い
い
ね
。

・
想
像
し
て
い
た
よ
り
議
長
団
３
人
が

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
ん
だ

な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

林
：
本
当
に
そ
う
（
笑
）

江
波
戸
：
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と

い
う
の
は
か
な
り
感
じ
て
い
て
。
所
属

委
員
会
や
注
意
が
行
き
届
く
委
員
会
も

分
か
れ
て
い
る
か
ら
、
全
体
を
見
渡
し

や
す
い
感
じ
が
あ
る
よ
ね
。

・
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
本
日
は
貴
重
な

お
時
間
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

て
い
た
ら
１
０
０
点
な
ん
だ
ろ
う
な
。

菊
田
：
全
代
会
を
も
っ
と
学
生
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
に
し
た
い
ね
。

江
波
戸
：
そ
れ
か
ら
、
も
う
少
し
声
が

返
っ
て
く
る
組
織
に
し
た
い
で
す
。
全

代
会
か
ら
の
発
信
に
対
す
る
意
見
が

も
っ
と
届
く
と
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
活

動
へ
の
意
欲
が
増
す
と
思
う
。

林
：
レ
ス
ポ
ン
ス
が
あ
る
と
嬉
し
い
か

ら
ね
。

・
全
代
会
の
長
期
的
な
未
来
に
、
何
か

期
待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

菊
田
：
例
え
ば
、
全
代
会
構
成
員
が
や

り
た
い
こ
と
を
気
軽
に
言
え
る
空
気
に

な
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
制
度
を
整
え
た

か
ら
と
い
っ
て
、
空
気
が
す
ぐ
に
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。

林
：
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
全
代
会

に
入
っ
た
人
た
ち
が
不
自
由
な
く
活
動

で
き
る
全
代
会
に
な
っ
て
い
る
と
い
い

な
。

江
波
戸
：
あ
と
具
体
的
な
も
の
だ
と
、

終
わ
る
と
委
員
会
活
動
か
ら
も
手
を
引

い
て
し
ま
う
人
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

江
波
戸
：「
こ
れ
を
や
り
た
い
か
ら
残

る
」
が
ベ
ス
ト
だ
け
ど
、
そ
れ
以
外
に

も
何
か
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
全
代
会
に

残
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
、
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。

菊
田
：
全
代
会
の
制
度
改
正
を
考
え
て

い
る
身
と
し
て
は
、
整
備
さ
れ
て
い
な

い
、
穴
の
あ
る
規
則
等
は
可
能
な
限
り

無
く
し
て
来
年
度
に
引
き
継
ぎ
た
い
か

な
。

江
波
戸
：
確
か
に
。
あ
と
は
、
全
代
会

の
活
動
を
組
織
図
に
整
理
で
き
る
と
良

い
で
す
よ
ね
。
全
代
会
の
対
外
関
係
や

立
ち
位
置
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
、

よ
り
動
き
や
す
い
の
だ
ろ
う
な
、
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
全
学
的

に
頼
り
が
い
の
あ
る
全
代
会
に
し
た

い
。
知
名
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
１

年
だ
っ
た
ね
、
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ

か
の
違
い
が
あ
り
ま
す
か
ね
。

菊
田
：
う
ん
う
ん
。
あ
る
種
ま
っ
た
く

違
う
方
向
を
向
い
て
い
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
ま
っ
た
く
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ

で
、目
指
し
て
い
る
目
的
地
は
同
じ「
基

盤
を
整
え
る
」。

林
：
出
発
点
は
異
な
っ
て
い
る
け
ど
、

ゴ
ー
ル
は
同
じ
だ
っ
た
。

江
波
戸
：
広
報
と
い
う
面
で
も
、
全
代

会
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
と
効
果
的

な
広
報
が
で
き
な
い
よ
ね
、と
は
思
う
。

林
：
筑
波
大
学
に
全
代
会
あ
り
、
と
い

う
認
識
を
広
報
に
よ
っ
て
培
っ
て
い
き

た
い
。

・
今
年
度
が
終
わ
る
と
き
、
ど
ん
な
全

代
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
想
で

し
ょ
う
か
。

林
：
理
想
は
、
今
年
度
最
後
の
本
会
議

に
全
員
出
席
し
て
い
る
こ
と
で
す
か

ね
。

菊
田
：
本
会
議
も
だ
し
、
委
員
会
活
動

も
最
後
ま
で
参
加
し
て
い
て
ほ
し
い

な
。
現
在
は
、
学
類
等
代
表
の
任
期
が

ま
す
。
今
年
は
自
発
的
に
委
員
長
を
や

り
た
い
、
議
長
団
を
や
り
た
い
と
い
う

人
を
増
や
す
の
が
、私
の
根
っ
こ
で
す
。

菊
田
：
基
盤
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
に

も
い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
る
と
思
っ
て
い

て
、
僕
が
や
り
た
い
の
は
制
度
を
も
っ

と
整
え
る
と
い
う
、
堅
い
事
務
方
の
作

業
か
な
。
一
方
、
林
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
メ
ン
タ
ル
面
と

い
う
か
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か

…
…
。

林
：
型
か
ら
入
る
か
、
中
身
か
ら
入
る

な
と
感
じ
ま
し
た
ね
。
昨
年
度
の
み
な

ら
ず
一
昨
年
度
も
流
会
を
し
て
し
ま
っ

た
の
で
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
基
盤
の

整
備
か
ら
行
っ
た
方
が
良
い
と
考
え
ま

し
た
。
昨
年
度
の
規
約
改
正
に
よ
っ
て

整
備
し
や
す
い
土
壌
が
で
き
た
の
で
、

そ
れ
を
生
か
し
て
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

江
波
戸
：
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制

限
が
緩
和
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
活
動
始

め
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
山
積
み
だ
っ
た

し
、
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
し
、
と
い

う
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
の
対
処

で
精
一
杯
だ
っ
た
印
象
で
す
。
よ
う
や

く
今
年
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
せ
ま
す

ね
。

林
：
一
昨
年
度
は
各
委
員
会
で
残
る
人

数
が
少
な
く
止
む
無
く
委
員
長
に
な
っ

た
と
い
う
人
が
い
た
の
で
、
そ
う
い
う

人
を
無
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

い
ま
す
。

・
小
顔
で
は
な
く
。

全
員
：（
笑
）

・
昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
ど
う
感
じ
ま

し
た
か
。

林
：
全
代
会
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い

う
に
な
り
、
立
候
補
し
ま
し
た
。

江
波
戸
：
僕
に
は
、
全
代
会
を
広
報
に

よ
っ
て
大
き
な
存
在
、
頼
れ
る
存
在
に

す
る
と
い
う
目
標
が
あ
っ
て
。
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
全
代
会
全

体
を
見
渡
せ
る
副
議
長
と
い
う
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
、
広
報
す
べ
き
こ
と
を
拾
い

上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
立

候
補
し
ま
し
た
。

菊
田：
あ
る
意
味
で
は
僕
と
江
波
戸
は
、

自
分
が
所
属
す
る
委
員
会
を
よ
り
活
発

に
す
る
た
め
に
と
い
う
か
。
僕
だ
っ
た

ら
総
務
委
員
会
と
情
報
処
理
推
進
特
別

委
員
会
だ
し
。

林
：
僕
は
全
代
会
を
組
織
と
し
て
上
手

く
回
る
組
織
に
し
た
い
と
い
う
の
が
強

い
で
す
ね
。

江
波
戸
：
僕
は
よ
く
全
代
会
の
各
委
員

会
を
身
体
で
例
え
る
の
で
す
が
、
広
報

は
ど
う
し
て
も
顔
な
の
で
、
い
か
に
顔

を
良
く
大
き
く
し
て
い
く
か
と
考
え
て

・
ど
う
し
て
議
長
団
に
立
候
補
し
た
の

か
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

菊
田
：
僕
は
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
ね
。
委
員
会
に
と
ら
わ
れ
な

い
活
動
を
進
め
た
い
と
か
、
会
計
制
度

を
整
え
た
い
と
か
、
全
代
会
全
般
に
関

わ
る
大
き
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う

の
が
あ
っ
て
。
そ
こ
ま
で
大
き
な
こ
と

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
応
の
責
任
と

立
場
が
必
要
な
の
で
、
立
候
補
し
ま
し

た
。

林
：
そ
も
そ
も
の
動
機
と
し
て
、
昨
年

度
は
主
体
性
を
持
っ
て
行
動
す
る
人
を

育
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
全
代
会
に
お
い
て
あ

ま
り
良
い
結
果
を
残
せ
て
い
な
い
感
じ

が
あ
っ
た
の
が
大
き
い
で
す
。
全
員
が

全
代
会
に
残
り
、
主
体
性
を
持
っ
て
動

く
よ
う
な
組
織
を
作
り
た
い
と
思
う
よ

令
和
５
年
５
月
、全
学
学
類
・
専
門
学
群
・
総
合
学
域
群
代
表
者
会
議
（
以
下
、
全
代
会
）
の
第
１
回
本
会
議
に
て
議
長
団
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
議
長
に
は
林は
や
し

凜り
ん

太た

郎ろ
う

（
社

会
工
学
類
３
年
）、
副
議
長
に
は
江え

波ば

戸と

憧し
ょ

音お
ん

（
情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学
類
３
年
）
と
菊き
く

田た

一か
ず

真ま

（
情
報
科
学
類
４
年
）
が
選
出
さ
れ
た
。
昨
年
度
、
林
議

長
は
調
査
委
員
長
を
、
江
波
戸
副
議
長
は
広
報
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
、
菊
田
副
議
長
は
総
務
委
員
会
の
情
報
部
門
長
な
ら
び
に
情
報
処
理
推
進
特
別
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
議

長
団
は
３
年
生
以
上
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
。
今
年
度
の
全
代
会
に
つ
い
て
議
長
団
３
人
に
会
談
し
て
も
ら
っ
た
。（
川
島
）

長
期
的
な
未
来
に
向
け
て

議
長
団
立
候
補
の
理
由

2
0
2
2
年
度
の
全
代
会

を
ど
う
見
る
か

2
0
2
3
年
度
の
全
代
会

の
ゴ
ー
ル
は
ど
こ
か

ま
っ
た
く
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
目
指
し
て

い
る
目
的
地
は
同
じ

―
「
基
盤
を
整
え
る
」
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頼
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憧
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２
３
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2003 / 2007
「宗教勧誘」について特集が組まれる

Campus 152, 167号

1975
『代表者会議広報』
が創刊

1985
名称が『Campus』に改称

2009
「桐の華」発売

Campus 178号

2013
人工衛星「結」打ち上げ

Campus 200号

! !

!!

5 4

代表者会議広報

人
工
衛
星「
結
」

宗
教
勧
誘

初
期C

am
pus

桐
の
華

Representative Academic Public Relations

First generation Kirinohana

Artificial satellite Religious Activity

5
今こそ

筑波大生に知ってほしい、

つの 。

全代会の広報誌『Campus』の前身である『代表者会議広報』は東京教育大学から筑波大学へと移転した年か
ら存在していた。移転した当初の筑波大学は学生運動の空気が未だ残っており、東京教育大学時代に移転反対運
動に関与した学生自治会から刷新された代表者会議（後の全代会）が、学生と大学側の中間で大学の自治に努め
ていた。特に 70年代には学園祭での学生団体の企画をめぐり、両者の間に激しい対立が起きて 2度の学園祭中
止に発展する。大学学生部が学生向けに発行していた『STUDENTS』が大学側の主張を取り上げるなか、『代表
者会議広報』は主に代表者会議の意見や声明文を載せていた。議事録においては、会議内での資料（質問状や抗
議文）の全文や議会内での発言、代表者の様子などかなり詳しく掲載している。その他の記事も各委員会からの
呼びかけや活動報告が中心であり、文体は硬い。 
当時の広報委員会は学内の問題についてさまざまな意見を載せたいとしていたが、大学側は公費による出版物

である以上、代表者会議の議事録のみ載せるべきだという見解を示した。 
当時は学類によって温度差はあるものの基本的に学生の自治精神が強く、『代表者会議広報』が印刷された翌日 
には、それを元にクラスにおいて議論するのが恒例であったようだ。 （勝又）

43号まで全代会の懇親会や会議の情報をまとめて積極的に公開
していた『代表者会議広報』であるが、44号からはその名前を現
在の『Campus』と改め、新たなスタートを切ることになる。そ
れに伴って、誌面も『代表者会議広報』が行っていた大学との懇談
会や会議報告に加え、各学類等の座長団（現　学類等代表）の紹介、
学内の問題に対する論説などの学生生活に着目した記事を取り扱う
ようになった。さらに、学園祭が近づくと団体の企画紹介や交通規
制の案内を取り扱うこともあり、『代表者会議広報』時代のものに
比べ、誌面にまとめられている記事はより学生の興味に沿った内容
になっている。その改名当時の名残が現在も『宿舎祭特別号』など
といった形で見て取れることを考えると、全代会の広報誌が『代表
者会議広報』から『Campus』へ変化したという事実は注目に値す
るかもしれない。  （篠﨑）

皆さんは「桐の華」という筑波大学ブランドの日本酒をご存じだ
ろうか。この商品は研究室と事務組織等が本格的に協力し、研究成
果を商品化に結び付けたものだ。『Campus』178号が発行された
当時、新聞 7紙だけでなくテレビでも取り上げられ、世間の反響
も大きく、大学への問い合わせが殺到していたという。 
「桐の華」は筑波大学の校章「五三の桐葉型」にちなみ、桐の花から
探り出した酵母で造った純米吟醸酒だ。この日本酒ができるまで、
桐の花があまり咲かず酵母を採取できなかったり、酒造りに有用な
菌種を絞り込むスクリーニングで試行錯誤したりとさまざまな苦労
があった。担当していた生命環境系の内

うち

山
やま

裕
ひろ

夫
お

教授（当時）は、「と
ても根気のいる作業だった。スクリーニングは恋人探しと同じで、
最初は相手がどんなことが好きかを知るのが大切」と語っていた。 
「桐の華」誕生の背景には、生物化学や芸術学をはじめとする多く
の学問が関わっている。今年度開学50周年、創基151周年を迎える
大学に思いをはせながら、一杯飲んでみるのはいかがだろうか。（榎本）

2023年の 10月 1日をもって、筑波大学は創基 151年、
開学 50周年を迎える。その起源は、日本に古くから存在
する高等教育機関の一つとして誕生した師範学校にさかの
ぼり、101年後の東京教育大学の移転を契機に、「開かれ
た大学」を開学の理念とする新構想大学として筑波大学が
開学した。本学は大学改革を先導しつつ、教育研究の高度
化、大学の個性化、大学運営の活性化など、活力に富み、
国際競争力のある大学づくりを推進してきた。そこで今回
は、全代会の広報誌『Campus』を通じて筑波大学の歴史
を紐解いていく。  （山本） 

宗教勧誘に関する記事は、『Campus』152号と 167号で掲載さ
れた。過去においても、新入生に対して執拗かつ悪質な勧誘を行う
新興宗教団体が、活動していたという。我々はいかにして身を守る
べきか、また大学はどのように対応すべきだろうか。 
当時は勧誘手口として、最初は優しい先輩のふりをして新入生に

近づいて講義やセミナーに連れていき、高価な本を買わせたり参加
料を払わせたりするものがあった。このような手口に騙されないた
めには、相手に付け入る隙を与えずに断る強い意志が必要となる。問
題を一人で抱え込まないために家族に相談するのも一つの手だろう。
大学側は、原則として本人自らが解決することを基本としつつ、

主に学生相談室で解決のための支援を行うという体制をとっていた。
一方で、当時の『Campus』では、このような体制を見直す必要が
あるという意見もあった。現在では、学生生活課発行の『セーフティ
ライフ』などを通じて悪質な宗教勧誘についての注意喚起がなされ
ている。  （近藤）

「筑波大学の人工衛星『結』が宇宙へ」 
こう見出しがつけられた記事は『Campus』200号（2013.12）
で掲載された。「結」とは筑波大学発の人工衛星「ITF–1」の通称で、
「筑波大学ネットワーク衛星『結』プロジェクト」によって製作さ
れたものだ。大きさは約 10センチメートルと、超小型の人工衛星
である。 
当時、「結」は三つの役割を期待されていた。その三つとは、「結」

ネットワークの構築、新型処理装置の動作実証、超小型アンテナの
動作実証のことで、このなかには世界初の試みもあるという。これ
らは従来の課題を解決し、人工衛星から発信される信号の広範囲で
の利用や、衛星開発の促進、打ち上げの安全性向上を可能にするも
のだ。 
「結」プロジェクトは「結」が打ち上がって終わりではない。今なお、
新たな人工衛星の開発が行われているようだ。続報をぜひ期待した
い。 （榎本）

特集　　今こそ筑波大生に知ってほしい、5つのデキゴト。
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7

宿
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
の
流
れ

　

現
在
、
筑
波
大
学
の
学
生
宿
舎
は
、
平
砂
・
追
越
・

一
の
矢
・
春
日
の
計
４
エ
リ
ア
存
在
す
る
。
全
68
棟
、

３
８
２
０
部
屋
あ
り
、
約
10
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
ト

イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
調
理
場
等
が
共
用
の
学
生
宿
舎

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
宿
舎
の
入
居
費
は
主
に
宿
舎

の
運
営
・
管
理
に
充
て
ら
れ
る
。
し
か
し
、
学
生
の

ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
が
影
響
し
て
年
々
宿
舎
に
入

居
す
る
学
生
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
学
生
生
活
課

の
黒く
ろ

岩い
わ

直な
お

行ゆ
き

さ
ん
は
「
入
居
す
る
学
生
数
の
減
少
に

伴
い
、
修
理
・
保
全
に
充
て
ら
れ
る
費
用
も
減
少
し
、

規
模
が
大
き
い
改
修
等
が
で
き
ず
に
い
る
」と
語
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
２
０
２
２
年
に
筑
波
大

学
は
大
学
債
の
発
行
を
決
定
し
た
。
使
用
目
的
の
一

つ
と
し
て
「
大
学
債
を
宿
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
充

て
る
」と
い
う
計
画
が
発
表
さ
れ
、宿
舎
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
に
転
機
が
訪
れ
た
。し
か
し
検
討
の
結
果
、

大
学
債
で
は
な
く
民
間
企
業
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

利
用
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｆ

Ｉ（Private Finance Initiative

）方
式
に
よ
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
な
る
見
通
し
だ
。（
※
後
述
の
未

来
社
会
デ
ザ
イ
ン
棟
の
建
設
に
は
、
一
部
大
学
債
を

活
用
予
定
）宿

舎
を
集
約
す
る

　
「
主
な
計
画
は
、宿
舎
を
集
約
し
、か
つ
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
住
環
境
を
向
上
さ
せ
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
だ
」
と
黒
岩
さ
ん
は
話
す
。
宿
舎

の
集
約
に
つ
い
て
、
現
状
の
計
画
で
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
ハ
ウ
ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
除
く

・
一
の
矢
、入
居
４
年
目 

　

宿
舎
に
対
す
る
不
満
点
は
、
同
じ
フ
ロ
ア
の

住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
な
か
っ

た
点
で
す
。
入
居
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
大
学
か
ら
の
連

絡
を
取
り
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て

い
る
は
ず
で
す
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
た
め
隣
人
な
の

に
関
わ
り
が
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
学
生
宿
舎
に
住
む
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

　

新
し
い
宿
舎
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
水
回
り
を
き
れ

い
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
私
は
現
在
未
改
修
棟
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
設
備
は
古
い
ま
ま
で
更
新
さ
れ
ま
せ

ん
。
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
建
て
替
え
て
設
備
を
一
新
し

た
後
は
継
続
的
な
更
新
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

・
平
砂
、
入
居
２
年
目

　

私
が
感
じ
る
宿
舎
の
良
い
点
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ

る
点
と
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
点
で
す
。
私

の
場
合
、
隣
人
と
一
緒
に
ご
飯
を
作
っ
た
り
お
風
呂
に

行
っ
た
り
す
る
ほ
ど
仲
良
く
な
る
と
い
う
、
宿
舎
に
住

ま
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
点
は
シ
ャ
ワ
ー

や
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
共
用
部
で
す
。
定
期
的
に

業
者
の
方
が
来
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
壊

れ
て
い
る
も
の
が
修
理
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
そ
こ
を
改
善
し
て

ほ
し
い
で
す
。   

全
て
の
宿
舎
を
平
砂
エ
リ
ア
と
追
越
エ
リ
ア
に
集
約

し
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

宿
舎
の
総
部
屋
数
は
変
わ
ら
な
い
予
定
で
あ
る
た

め
、約
１
９
０
０
部
屋
あ
る
平
砂
・
追
越
エ
リ
ア
に
約

１
０
０
０
部
屋
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、平
砂
共

用
棟
付
近
に
学
生
の
主
体
性
・
社
会
性
を
育
成
、学
生

文
化
を
発
信
、
地
域
社
会
・
産
業
界
と
学
生
を
繋
ぐ
活

動
等
を
目
的
と
し
た
場
と
し
て
、「
未
来
社
会
デ
ザ
イ

ン
棟
」の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
黒
岩
さ
ん
は「
集

約
す
る
こ
と
で
、未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
棟
の
利
便
性
が

向
上
し
、学
生
が
支
援
を
受
け
や
す
く
な
る
」と
話
す
。

し
か
し
、現
状
で
も
混
雑
し
て
い
る
大
学
中
心
部
へ
の

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
が
、集
約
に
よ
り
一
層
混
雑

し
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
も
あ
る
そ
う
だ
。

住
環
境
を
向
上
さ
せ
る

　

現
状
の
計
画
で
は
、
住
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
各
部
屋
を
拡
張
し
機
能
を
増
や
す
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。「
15
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
20
平
方
メ
ー

ト
ル
を
目
安
と
し
、
各
部
屋
に
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
・
シ
ャ

ワ
ー
・
ト
イ
レ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
配
置

し
た
、
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
を
検
討
し
て
い
る
」
と

黒
岩
さ
ん
は
話
す
。一
方
で
、「
こ
の
よ
う
な
部
屋
の
機

能
向
上
に
よ
っ
て
、
掃
除
の
手
間
が
生
ま
れ
た
り
、入

居
費
が
増
大
し
た
り
と
い
っ
た
入
居
者
に
と
っ
て
デ
メ

リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
も
話
し
た
。

宿
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
既
存
の
宿
舎
入
居
者
の
み
な

ら
ず
、現
在
も
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
学
生
に
と
っ

て
も
魅
力
的
な
計
画
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
計
画

は
ま
だ
検
討
中
の
も
の
で
あ
り
、今
後
も
議
論
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
鈴
木
） 

宿
舎
再
考
。

宿
舎
再
考
。

宿
舎
再
考
。

筑筑
波
大
学
に
は
複
数
の
学
生
宿
舎
が

波
大
学
に
は
複
数
の
学
生
宿
舎
が

点
在
し
、
現
在
ま
で
多
く
の
人
が

点
在
し
、
現
在
ま
で
多
く
の
人
が

学
生
生
活
を
送
って
き
た
。
今
回
の
特
集
で

学
生
生
活
を
送
って
き
た
。
今
回
の
特
集
で

は
、
か
つ
て
宿
舎
に
入
居
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ
・

は
、
か
つ
て
宿
舎
に
入
居
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
、
現
在
住
ん
でい
る
学
生
、
さ
ら
に
学

Ｏ
Ｇ
、
現
在
住
ん
でい
る
学
生
、
さ
ら
に
学

生
生
活
課
に
取
材
を
行
っ
た
。
本
特
集
を

生
生
活
課
に
取
材
を
行
っ
た
。
本
特
集
を

通
じ
て
、
今
後
宿
舎
が
ど
う
な
る
の
か
考

通
じ
て
、
今
後
宿
舎
が
ど
う
な
る
の
か
考

え
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
佐
藤
涼
）

え
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
佐
藤
涼
）

学
生
宿
舎
は
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。１
９
７
７
年
に
入
学
し
一
の
矢

学
生
宿
舎
に
２
年
間
居
住
し
た
瀧た
き

下し
た

芳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
と
、

１
９
９
６
年
に
入
学
し
平
砂
学
生
宿
舎
に
１
年
間
居

住
し
た
野の

﨑ざ
き

芳よ
し

恵え

さ
ん
に
当
時
の
話
を
聞
い
た
。
瀧

下
さ
ん
が
入
学
し
た
頃
は
大
学
近
辺
に
ア
パ
ー
ト
が

少
な
く
、
宿
舎
が
満
室
だ
っ
た
と
い
う
。
２
人
部
屋

に
同
学
類
、
同
郷
の
学
生
と
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と

瀧
下
さ
ん
は
当
時
の
驚
き
を
回
想
し
た
。ま
た
、野
﨑

さ
ん
は
居
室
に
直
接
サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
が
来
た
り
、

他
棟
の
宿
舎
に
足
を
伸
ば
し
た
り
し
た
当
時
を
回
顧

す
る
。
当
時
の
宿
舎
は
現
在
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
管
理
が
な
く
自
由
に
出
入
り
で
き
た
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
彼
女
は
２
人
の
友
人
と

出
会
い
、
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
た

と
い
う
。
野
﨑
さ
ん
と
彼
女
ら
の
関
係
は
約
27
年

経
っ
た
今
で
も
続
い
て
い
る
そ
う
で
、「
宿
舎
で
過
ご

し
た
１
年
間
は『
密
』だ
っ
た
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

か
つ
て
の
学
生
ら
に
と
っ
て
も
思
い
出
の
場
所
で

あ
っ
た
宿
舎
は
、
現
在
大
き
な
変
容
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。「
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
棟
」
が
平
砂
共

用
棟
裏
に
建
設
予
定
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
野
﨑

さ
ん
が
驚
き
を
示
し
た
。
か
つ
て
気
楽
で
日
常
的
な

人
間
関
係
が
築
か
れ
た
宿
舎
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
れ

か
ら
は
起
業
を
希
求
す
る
学
生
に
よ
る
上
昇
志
向
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

か
ら
だ
。
瀧
下
さ
ん
は
、「
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
棟
」

が
学
生
交
流
の
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
宿
舎
に
入
居
す
る
学
生
は
必
ず
し
も
他
者
と
の

交
流
を
希
求
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
を
巡
ら
せ
た
。

今
後
の
宿
舎
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
野
﨑

さ
ん
は
建
物
の
改
修
と
美
化
を
挙
げ
、「
宿
舎
が
学

生
に
と
っ
て
『
入
居
し
た
く
な
い
場
所
』
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
想
い
を
語
っ
た
。
瀧
下
さ
ん
は
筑

波
大
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
経
験
か

ら
、
学
生
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
必
要
だ
と
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
で
語
り
、

宿
舎
が
留
学
生
や
人
脈
を
求
め
る
学
生
の
受
け
口
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
た
。（
髙
橋
）

卒
業
生
か
ら
み
た
学
生
宿
舎

―
―
過
去
か
ら
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
―
―

瀧下芳彦さん（左）と野﨑芳恵さん（右）

・
平
砂
、０
年
５
カ
月
で
退
去 

　

宿
舎
に
入
居
を
決
め
た
理
由

は
、
後
期
入
試
で
合
格
が
判
明
し

た
の
が
３
月
20
日
頃
だ
っ
た
た
め

で
す
。
地
元
が
遠
方
だ
っ
た
こ
と
か

ら
ア
パ
ー
ト
の
下
見
に
行
く
余
裕
も
な

く
、
消
去
法
の
よ
う
な
形
で
宿
舎
に
入

居
し
ま
し
た
。
宿
舎
の
退
去
を
決
め
た

き
っ
か
け
は
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に

取
れ
な
い
こ
と
や
人
を
呼
べ
な
い
な
ど
の

不
便
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
共
用

部
の
機
能
性
の
低
さ
や
衛
生
環
境
の
悪
さ

も
退
去
を
決
意
し
た
一
因
で
す
。 

　

遠
方
か
ら
進
学
す
る
人
や
経
済
的
に
余

裕
の
な
い
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
学
生
に
と
っ
て
、
物
件

探
し
の
手
間
が
省
け
、
家
賃
や
水
道
・

光
熱
費
の
安
い
宿
舎
と
い
う
選
択
肢
は

あ
り
が
た
い
存
在
だ
と
感
じ
ま
す
。

一
方
、
あ
く
ま
で
「
諸
々
の
事
情
で

ア
パ
ー
ト
に
入
れ
な
い
人
の
た

め
の
場
所
」
で
あ
る
と
も
個
人

的
に
は
感
じ
る
た
め
、
住
み

に
く
さ
を
感
じ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。 

学
生
宿
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画



　
　
　

全
代
会
活
動
報
告

令
和
４
年
度
本
会
議
概
要

キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

全
代
会
の
国
際
化
を
目
的
と
し
た 

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

副
学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会

全
代
会
研
修
会

第
１
回
本
会
議

8

全代会｜全代会活動報告全代会｜全代会活動報告

9

第
７
回 

『
情
報
処
理
推
進
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
』

承
認
40
、
否
認
０
、
保
留
１
→
可
決 

第
８
回 

議
題
１
『
令
和
４
年
度
筑
波
大
学
学
園
祭
総
括
報

告
書
に
つ
い
て
』 

承
認
40
、
否
認
０
、
保
留
１
→
可
決 

議
題
２
『
学
園
祭
学
生
分
担
金
の
額
及
び
納
入
方

法
に
つ
い
て
』 

承
認
30
、
否
認
５
、
保
留
10
→
否
決 

第
９
回 

『
会
計
に
関
す
る
全
代
会
規
定
の
策
定
に
つ
い
て
』 

出
席
数
が
定
足
数
に
満
た
な
い
た
め
、
流
会 

第
10
回 

議
題
１
『
学
園
祭
学
生
分
担
金
の
額
及
び
納
入
方

法
に
つ
い
て
』 

承
認
43
、
否
認
０
、
保
留
１
→
可
決 

議
題
２
『
会
計
に
関
す
る
全
代
会
規
定
の
策
定
に

つ
い
て
』 

承
認
42
、
否
認
０
、
保
留
１
→
可
決 

議
題
３
『
学
生
組
織
改
編
に
よ
る
ク
ラ
ス
代
表
者

会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

議
案
書
の
表
記
に
関
す
る
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た 

議
題
３
―
１
『
物
理
学
類
、
応
用
理
工
学
類
、
知

識
情
報
・
図
書
館
学
類
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学

類
、
医
療
科
学
類
に
お
け
る
ク
ラ
ス
代
表
者
会
議

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

承
認
40
、
否
認
０
、
保
留
０
→
可
決 

議
題
３
―
２
『
人
文
学
類
に
お
け
る
ク
ラ
ス
代
表

者
会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

議
題
３
―
３
『
総
合
学
域
群
に
お
け
る
ク
ラ
ス
代

表
者
会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

出
席
数
が
定
足
数
に
満
た
な
い
た
め
、
流
会 

第
11
回（
メ
ー
ル
会
議
） 

議
題
１
『
学
生
組
織
改
編
に
よ
る
ク
ラ
ス
代
表
者

会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

議
題
１
―
１
『
人
文
学
類
に
お
け
る
ク
ラ
ス
代
表

者
会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

承
認
42
、
否
認
１
、
保
留
１
→
可
決 

議
題
１
―
２
『
総
合
学
域
群
に
お
け
る
ク
ラ
ス
代

表
者
会
議
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』 

承
認
43
、
否
認
０
、
保
留
０
、
白
票
１
→
可
決 

日
時
：
令
和
５
年
３
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
令
和
５
年
３
月
11
日（
土
） 

○
実
施
内
容

　
全
代
会
は
、
令
和
５
年
３
月
に
海
外
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
筑
波
大
学
で
は
、
国
際
的

に
開
か
れ
た
大
学
へ
向
け
て
、
学
内
全
組
織
の
国

際
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

学
生
組
織
の
国
際
化
を
支
援
す
る
た
め
、
海
外
協

定
校
の
学
生
組
織
を
訪
問
し
国
際
化
の
た
め
の
知

見
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
学
生
間
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
全
代
会
構
成
員
19
人
が

参
加
し
た
。３
月
９
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
、

３
月
10
日
に
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
を
訪
問
し
、
現
地

学
生
と
互
い
の
学
生
組
織
の
概
要
説
明
や
文
化
紹

介
を
行
っ
た
。ま
た
、学
生
組
織
の
国
際
化
を
テ
ー

マ
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、
有
意
義

な
交
流
と
な
っ
た
。

国
際
特
別
委
員
会
委
員
長　

　
　
　
　
　
　

山や
ま

口ぐ
ち

毅た
け

人と（
応
用
理
工
学
類
３
年
） 

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
だ
。
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム

は
、
留
学
生
を
現
地
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
筑

波
大
学
で
い
う
「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」
の
よ
う
な

も
の
だ
。
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
で
は
、
１
人
の
留
学

生
に
対
し
１
人
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
に
つ
く
。
一

方
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
複
数
の
留
学
生
に
対

し
複
数
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
に
つ
く
。
現
地
学
生

が
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
が

手
厚
く
な
る
と
い
う
。
現
在
筑
波
大
学
の
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
で
は
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な

く
チ
ュ
ー
タ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
充
実
の
た
め
に
、
バ

デ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
意
見
を
出
し
て
い
き
た

い
。 

　
研
修
中
は
英
語
を
用
い
た
会
話
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
私
は
英
語
が
得
意
で
は
な
い
た
め
不
安

を
感
じ
て
い
た
が
、
完
璧
な
英
語
が
話
せ
な
く
て

も
活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
留
学
生

と
の
交
流
に
言
語
面
で
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
る

学
生
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
完
璧
に
話
せ
な

く
て
も
交
流
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、
留

学
生
と
の
交
流
を
活
発
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

全
代
会
令
和
５
年
度
議
長

　
　
　
　
　
　
　

林
は
や
し

凜り
ん

太た

郎ろ
う（

社
会
工
学
類
３
年
） 

　
我
々
は
令
和
５
年
３
月
、
全
代
会
の
国
際
化
や

活
性
化
の
た
め
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
に
て
海
外
研
修
を
実
施
し
た
。

訪
問
し
た
大
学
で
は
、
広
報
活
動
が
非
常
に
盛
ん

な
印
象
を
受
け
た
。Instagram

等
を
活
用
し
、

学
園
祭
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、
テ
ス
ト
期
間
に
は
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
発
信
す
る
な
ど
、
学
内
で
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
た
。
全
代
会
に
お
い
て
も

Tw
itter

（
現
　
Ｘ
）
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
に
し
、

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
海
外
大

学
の
学
生
組
織
の
視
察
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

全
代
会
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
海
外
研

修
）
や
、
学
内
に
お
け
る
留
学
生
と
の
交
流
に
つ

い
て
、
副
学
長
を
中
心
に
構
成
員
と
の
間
で
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
い
規
制
さ
れ
て
い
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
個
人
使
用
や
、
全
代
会
に
お
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
構
成
員

と
教
職
員
の
間
で
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。 

　
懇
談
会
の
最
後
に
は
、
各
担
当
副
学
長
に
よ
る

総
括
が
行
わ
れ
た
。「
海
外
研
修
の
話
か
ら
、
今

後
全
代
会
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
拡
大
し
て
い

く
た
め
に
は
、
全
代
会
構
成
員
を
は
じ
め
学
生
の

主
体
性
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
」、

「
筑
波
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
全
代
会
が
学
生
の
先
陣
を
切
っ
て
ほ
し

い
」と
副
学
長
等
が
総
括
し
た
。  

日
時
：
令
和
５
年
５
月
７
日（
日
）11
時 

場
所
：
３
A
２
０
４ 

（
３
A
２
１
２
、

　
　
　
３
A
３
１
１
、３
A
４
０
８
、

　
　
　
３
A
３
０
５
、３
A
２
１
３
、

　
　
　
３
A
４
０
７
も
使
用
） 

出
席
：
学
生
生
活
支
援
室
長
、学
生
部
学
生
生
活
課 

　
　
　
学
生
生
活
支
援
チ
ー
ム
職
員
（
動
画
で
の 

　
　
　
参
加
）、
全
代
会
構
成
員

○
実
施
内
容

　
筑
波
大
学
紫
峰
会
基
金
の
後
援
を
受
け
全
代
会

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。当
会
は
新
入
生
の
親
睦
と
、

全
代
会
の
活
動
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

　
今
年
度
は
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
目
的
と
し

て
、
委
員
会
対
抗
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
今
年
度
が

初
の
実
施
と
な
る
。
制
限
時
間
内
に
新
聞
紙
や
割

り
箸
な
ど
を
用
い
て
タ
ワ
ー
を
作
り
、
紙
コ
ッ
プ

を
一
番
高
い
位
置
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
委
員

会
が
優
勝
と
な
る
。
計
測
の
結
果
、
調
査
委
員
会

が
１
７
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
た
。
当
会

の
代
表
を
務
め
た
山
口
毅
人
は
「
タ
ワ
ー
作
り
を

通
し
て
、
委
員
会
内
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
る
」と
話
す
。 

　
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
後
は
、
委
員
会
活
動
や
模

擬
本
会
議
が
行
わ
れ
た
。
模
擬
本
会
議
で
は
議
題

と
し
て
開
設
授
業
科
目
一
覧
に
関
す
る
要
望
と
第

三
エ
リ
ア
の
丸
善
の
営
業
時
間
延
長
に
関
す
る
要

望
の
２
点
を
扱
い
、
構
成
員
は
本
会
議
の
議
事
進

行
等
を
経
験
し
た
。

日
時
：
第
１
日
程
　
令
和
５
年
５
月
10
日
（
水
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
30
分 

　
　
　
第
２
日
程
　
令
和
５
年
５
月
17
日
（
水
）　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
30
分 

場
所
：
３
Ａ
２
０
４ 

出
欠
：
第
１
日
程
　
出
席
61
人
　
遅
刻
２
人 

　
　
　
第
２
日
程
　
出
席
55
人 

○
実
施
内
容 

　
５
月
10
日
に
第
１
回
本
会
議
の
第
１
日
程
が
実

施
さ
れ
た
。当
会
で
は
議
長
と
し
て
林
凜
太
郎（
社

会
工
学
類
３
年
）
が
立
候
補
し
、
信
任
投
票
の
結

果
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
副
議
長
と
し
て
菊き
く

田た

一か
ず

真ま

（
情
報
科
学
類
４
年
）、
江え

波ば

戸と

憧し
ょ

音お
ん（

情
報
メ

デ
ィ
ア
創
成
学
類
３
年
）、森も
り

望の
ぞ
む（

社
会
学
類
２
年
）

が
立
候
補
し
た
。
競
争
投
票
の
結
果
、
後
日
行
わ

れ
る
第
２
日
程
に
て
菊
田
一
真
と
江
波
戸
憧
音
の

決
選
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

　
第
１
日
程
後
、
副
議
長
立
候
補
者
３
人
よ
り
連

名
で
「
令
和
５
年
度
副
議
長
選
挙
の
流
れ
に
つ
い

て
の
提
言
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
は
、

規
定
に
は
「
決
選
投
票
の
際
に
過
半
数
の
信
任
を

得
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
記
述
は
な
い
と
指
摘

し
、「
決
選
投
票
の
際
に
得
票
数
が
多
い
候
補
者

を
副
議
長
に
選
出
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
河か
わ

野の

美み

羽う

前
議
長
に
よ
り
、
提
言
は
受

理
さ
れ
決
選
投
票
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
。 

　
５
月
17
日
に
第
１
回
本
会
議
の
第
２
日
程
が
実

施
さ
れ
た
。
菊
田
一
真
と
江
波
戸
憧
音
の
決
選
投

票
の
結
果
、
江
波
戸
憧
音
が
よ
り
多
く
の
信
任
を

得
た
た
め
副
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

菊
田
一
真
と
森
望
の
決
選
投
票
の
結
果
、
菊
田
一

真
が
副
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

第
１
日
程 

議
長
選
挙 

【
立
候
補
者
】 

林
凜
太
郎（
社
会
工
学
類
３
年
） 

よ
り
多
く
の
学
生
が
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
に
し

た
い
と
思
う
。
本
研
修
を
通
し
て
全
代
会
の
課
題

点
を
発
見
し
、
解
決
の
た
め
に
議
論
で
き
た
こ
と

は
、
自
分
が
議
長
に
立
候
補
す
る
と
い
う
決
断
に

至
っ
た
理
由
の
一
つ
に
も
な
り
、
非
常
に
有
意
義

な
活
動
で
あ
っ
た
。

日
時
：
令
和
５
年
３
月
13
日（
月
）14
時
　 

場
所
：
本
部
ア
ネ
ッ
ク
ス
棟
１
階
会
議
室 

出
席
：
副
学
長
（
学
生
担
当
、
教
育
担
当
、
国
際 

　
　
　
担
当
）、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
　 

　
　
　
ト
推
進
局（
Ｂ
Ｈ
Ｅ
）
次
長（
教
員
３
名
）、 

　
　
　
学
生
生
活
支
援
室
長
、
学
生
相
談
室
長
、 

　
　
　
国
際
交
流
支
援
室
長
、
教
学
デ
ザ
イ
ン
室 

　
　
　
長
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
、
教
育
推 

　
　
　
進
部
長
、
施
設
部
長
、
学
術
情
報
部
長
、 

　
　
　
学
生
部
長
、
全
代
会
構
成
員

　
　
　 

（
陪
席
）
教
育
推
進
課
長
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン 

　
　
　
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
推
進
局
（
Ｂ
Ｈ
Ｅ
） 

　
　
　
担
当
課
長
、
学
生
生
活
課
長
、
学
生
部
プ 

　
　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担
当
課
長
、
学
生
交
流 

　
　
　
課
長 

○
実
施
内
容

　
副
学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会（
以
下
、

副
学
懇
）
で
は
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
全
代
会

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
議
長
団
が
活

動
全
体
に
つ
い
て
総
括
を
述
べ
、
そ
の
後
に
常
任

委
員
会
と
特
別
委
員
会
が
個
別
に
活
動
報
告
を

行
っ
た
。

　
報
告
の
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
取
ら
れ
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学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会（
茶
話
会
）

第
２
回
本
会
議

制
作
部
長
よ
り

　
２
２
３
号
に
て
、
と
ん
で
も
な
い
パ
ロ
デ
ィ
後

書
き
を
残
し
た
私
で
す
が
、
今
号
で
制
作
部
長
を

終
え
る
よ
う
で
す
。
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
！
　
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
る
ひ
弱
な
精
神
と

と
も
に
、
イ
ラ
レ
を
教
え
た
り
、
手
助
け
し
た

り
、
と
い
っ
た
模
範
的
行
い
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
何
か
と
助
け
ら
れ
て
ば
か

り
、
後
輩
に
頼
り
ま
く
る
先
輩
と
い
っ
た
形
で
幕

を
閉
じ
ま
す
。
広
報
委
員
会
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
る
頼
も
し
い
後
輩
た
ち
が
居
て
く
れ
て
幸
い
で

し
た
。
そ
ん
な
後
輩
た
ち
、
延
い
て
は
こ
れ
か
ら

先
の
制
作
部
員
へ
、
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
カ
ゼ
ひ
く
な
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
江
波
戸
憧
音
）

編
集
後
記

　
全
代
会
の
広
報
誌『Cam

pus

』
を
読
ん
で
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
長
の
菅

原
で
す
。
今
号
は
特
集
３
本
立
て
で
お
送
り
し
ま

し
た
。
一
つ
で
も
多
く
皆
さ
ん
の
興
味
に
刺
さ
る

内
容
が
お
届
け
で
き
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
活
動
報
告
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。全
代
会
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

公
式
Ｈ
Ｐ
も
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
私
が
編
集
長
と
し
て『Cam

pus

』
に
関

わ
る
の
は
、
今
号
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま

で
発
行
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
委

員
の
仲
間
、
そ
し
て
読
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
全

代
会
を
、
全
代
会
の
広
報
誌『Cam

pus

』
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　（
菅
原
　
由
乃
）

【お詫びと訂正】
　『Campus』２２９号４、５ページの筑波キャンパス学食マップ内「筑波
デミ」の写真が「スープファクトリー」のものとなっておりました。申し訳
ありませんでした。全代会ホームページにて、修正版を公開しております
ので、そちらも合わせてご覧ください。
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11

決
選
投
票（
菊
田
、
森
） 

【
投
票
結
果
】 

菊
田
　
37 

森
　
　
17 

→
菊
田
が
よ
り
多
く
の
信
任
を
得
た
た
め
、
副
議

長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
５
年
６
月
７
日（
水
）18
時
30
分 

場
所
：
１
Ａ
棟
食
堂 

出
席
：
学
長
、
副
学
長
、
そ
の
他
教
職
員
等
、 

　
　
　
全
代
会
構
成
員
、
学
園
祭
実
行
委
員
会 

　
　
　
構
成
員
、
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ー
学
生
委
員 

　
　
　
会
構
成
員
、
芸
術
系
サ
ー
ク
ル
連
合
会 

　
　
　
構
成
員
等 

〇
実
施
内
容 

　
学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
懇
談
会（
茶
話
会
）

が
６
月
７
日
に
実
施
さ
れ
た
。
学
長
を
含
む
教
職

員
等
と
全
代
会
構
成
員
を
は
じ
め
と
し
た
学
生
ら

が
、
筑
波
大
学
で
生
じ
て
い
る
学
生
生
活
上
の
問

題
点
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

　
全
代
会
か
ら
は
各
委
員
会
の
委
員
長
が
今
年
度

の
活
動
方
針
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
の
ち
、

議
題
１
『
開
設
授
業
科
目
一
覧
の
配
布
形
態
に
つ

い
て
』、
議
題
２『
課
外
活
動
団
体
に
お
け
る
空
調

設
備
の
使
用
に
つ
い
て
』
と
い
う
二
つ
の
議
題
を

提
出
し
た
。 

　
議
題
１
で
は
、
開
設
授
業
科
目
一
覧
の
紙
媒
体

で
の
配
布
を
廃
止
し
、PD

F

化
し
た
点
に
つ
い

て
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
全
代
会
が
全
学
に
対
し

事
前
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
調
査
に
回
答
し
た

学
生
の
う
ち
約
８
割
が
紙
媒
体
で
の
開
設
授
業
科

目
一
覧
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
結
果
を
得
て
い

た
。
加か

藤と
う

光み
つ

保や
す

副
学
長
（
教
育
担
当
）
は
紙
媒
体

で
の
配
布
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
紙
資
源

の
削
減
を
挙
げ
た
。
紙
媒
体
で
配
布
し
て
も
年
度

初
め
等
の
限
ら
れ
た
時
期
に
し
か
使
わ
れ
ず
、
使

用
後
は
膨
大
な
量
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
議
題
に
付
随
し
て
「
一
部
抜
粋
と
い
う
形

式
で
開
設
授
業
科
目
一
覧
の
紙
媒
体
を
配
布
す
る

こ
と
は
可
能
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
が
り
、
こ
れ

に
対
し
加
藤
光
保
副
学
長
は
「
学
類
に
よ
っ
て
は

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
資
料
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ペ
ー
ジ
の
み
の
配
布
を

行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
か
え
っ
て
労
力
が
か

か
る
た
め
、
全
学
で
実
施
す
る
こ
と
は
厳
し
い
と

思
わ
れ
る
」と
回
答
し
た
。 

　
議
題
２
で
は
、
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
等
空
調
設

備
の
設
置
や
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。
課
外
活
動
団
体
が
借
り
る
教
室
で
は
、
空
調

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、

教
室
の
冷
暖
房
の
切
り
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
こ

と
が
あ
り
、
課
外
活
動
中
に
熱
中
症
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
い
。
筑
波
大
学
の
冷
暖
房
装
置
は
、
６
割

以
上
が
集
中
管
理
さ
れ
て
お
り
、
調
整
や
冷
暖
房

の
切
り
替
え
に
時
間
が
か
か
る
そ
う
だ
。
奈な

良ら

哲さ
と
し
副
学
長（
財
務
・
施
設
担
当
）は「
こ
の
問
題
の

解
決
に
つ
い
て
は
大
学
側
で
も
話
し
合
っ
て
い

る
。本
学
の
設
備
は
全
体
的
に
老
朽
化
し
て
お
り
、

同
時
に
す
べ
て
を
改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
予

算
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
一
つ
ず
つ
改
善
し
て
い

く
予
定
だ
」
と
回
答
し
た
。「
冷
水
器
や
カ
ッ
プ

式
の
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
、
熱
中
症
等
の
対

策
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
に

は
、
学
生
部
学
生
生
活
課
主
幹
の
黒く
ろ

岩い
わ

直な
お

行ゆ
き

さ
ん

が
「
筑
波
大
学
で
は
自
販
機
は
５
年
ご
と
に
契
約

が
更
新
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
契
約
更
新
の
年

度
で
あ
る
た
め
設
置
を
検
討
し
た
い
」
と
回
答
し

た
。 

　
そ
の
他
、議
題
以
外
に
も
加か

藤と
う

和か
ず

彦ひ
こ

副
学
長（
総

務
人
事
・
情
報
環
境
担
当
）
に
よ
る
教
室
申
請
の

電
子
化
に
関
す
る
進
捗
報
告
や
、
情
報
処
理
推
進

特
別
委
員
会
か
ら
課
外
活
動
団
体
統
一
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
開
発
に
つ
い
て
の
話
題
が
出
さ
れ

た
。
以
上
の
よ
う
に
、
学
生
と
教
職
員
等
が
意
見

交
換
を
行
い
、
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

日
時
：
令
和
５
年
６
月
14
日（
水
）18
時
30
分 

場
所
：（
対
面
）３
A
２
０
４ 

　
　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）M

icrosoft Team
s 

出
欠
：
出
席
54
　
遅
刻
１
　
早
退
１

　
　
　
参
考
人
　
沼ぬ

ま

田た

航わ
た
る 

議
題
１
『
学
内
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
の
補
修
に
関
す

る
要
望
』 

　
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。 

【
採
決
結
果
】 

承
認
：
46 

否
認
：
１ 

保
留
：
６ 

→
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

議
題
２
『
企
画
戦
略
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
』 

　
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。 

【
採
決
結
果
】

承
認
：
49 

否
認
：
１ 

保
留
：
２ 

無
効
票
：
１ 

→
承
認
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。 

議
題
３
『
令
和
６
年
度
学
園
祭
開
催
に
関
す
る
要

請
』 

【
採
決
結
果
】 

承
認
：
54 

否
認
：
０ 

保
留
：
０ 

→
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

議
題
４
『
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
設
立
に
つ
い

て
』 

【
採
決
結
果
】 

承
認
：
53 

否
認
：
０ 

保
留
：
０ 

→
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。 

〇
議
題
に
つ
い
て 

　
議
題
１
で
は
、
実
地
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
危
険
箇
所
改
修
の
要

望
に
つ
い
て
、審
議
を
行
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

資
料
の
写
真
や
危
険
度
の
基
準
の
不
明
確
さ
が
問

わ
れ
、
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、
そ
の
修
正
動
議
を

も
と
に
し
た
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
。

　
議
題
２
で
は
、
企
画
戦
略
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
昨
年
設

置
さ
れ
て
い
た
前
身
の
企
画
・
戦
略
特
別
委
員
会

の
引
き
継
ぎ
や
、
委
員
会
を
横
断
す
る
業
務
を
所

管
す
る
組
織
の
発
足
を
目
指
す
も
の
だ
。「
所
管

す
る
業
務
を
各
委
員
会
へ
確
実
に
継
承
す
る
こ

と
」を
設
置
目
的
に
加
え
る
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、

成
立
し
た
。
採
決
の
結
果
、
本
議
題
は
可
決
さ
れ

た
。
企
画
戦
略
特
別
委
員
会
の
設
置
期
間
は
、
令

和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
る
。 

　
議
題
３
で
は
、
令
和
６
年
度
学
園
祭
開
催
に
関

す
る
要
請
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。結
果
、

学
園
祭
の
開
催
期
間
を
11
月
２
日
（
土
）
か
ら
４

日（
月
）
と
し
、
片
付
け
日
を
５
日（
火
）
と
し
て

休
講
に
す
る
こ
と
を
所
管
の
副
学
長
に
要
請
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

　
議
題
４
で
は
、
新
入
生
歓
迎
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
同
委
員
会
は

例
年
学
類
等
の
新
入
生
歓
迎
団
体
へ
の
活
動
支

援
、
学
生
宿
舎
の
新
規
入
居
者
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
委
員
会
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
と
例
年

の
再
設
置
の
慣
行
な
ど
か
ら
委
員
会
の
期
限
な
し

の
設
置
を
求
め
た
も
の
で
、
採
決
の
結
果
、
可
決

さ
れ
た
。 

【
投
票
結
果
】 

信
任
　
　
59 

保
留
　
　
４ 

不
信
任
　
０ 

→
全
代
会
構
成
員
過
半
数
の
信
任
を
得
た
た
め
、

林
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。 

副
議
長
選
挙 

【
立
候
補
者
】 

菊
田
一
真（
情
報
科
学
類
４
年
） 

江
波
戸
憧
音（
情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学
類
３
年
） 

森
望（
社
会
学
類
２
年
） 

【
投
票
結
果
】 

菊
田
　
　
31 

江
波
戸
　
18
　 

森
　
　
　
11 

→
全
代
会
構
成
員
過
半
数
の
信
任
を
得
た
候
補
者

が
い
な
か
っ
た
た
め
、
得
票
上
位
で
あ
る
菊
田
と

江
波
戸
に
よ
る
決
選
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

第
２
日
程 

決
選
投
票（
菊
田
、
江
波
戸
） 

【
投
票
結
果
】 

江
波
戸
　
29 

菊
田
　
　
26 

→
江
波
戸
が
よ
り
多
く
の
信
任
を
得
た
た
め
、
副

議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
規
定
に
基
づ

き
菊
田
と
森
に
よ
る
決
選
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。 
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